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本キットはアガロースゲルを Extraction Buffer によって溶解し、結合→洗浄→溶出の手順でＤＮＡを抽出します。使用前

に 96-99%のエタノールを Washing Buffer に記載量添加します。２００bp 以下または５ｋbp 以上のＤＮＡを抽出する場

合、イソプロパノール（別途準備）の使用により収量を増やすことができます。オプションの洗浄ステップを行った場合、塩

の混入を減少させることができますが、ＤＮＡが２００bp 以下の場合、収量が減少する可能性があります。 

１ ゲルの切り出し                                       Excision of the gel 

１） 目的ＤＮＡ断片を含むゲル切片を切り出します。 

２） 滅菌した 1.5ml チューブ（グライナー616201 など）にゲル切片を入れます。 

２  サンプル調整                                       Sample preparation 

１） ゲルの３倍量の Extraction Buffer を加えます。例えば、１００mg(約１００μl)のゲルには３００μl の Extraction 

Buffer を加えます。ゲルのアガロース濃度が２.５%より高い場合には６倍量の Extraction Buffer を加えます。 

２） ゲルが溶解するようにときどき混和しながら、６０℃で１０分間インキュベートします。 

３） ２００bp 以下または５ｋbp 以上のＤＮＡを抽出する場合、ゲルと等量のイソプロパノールを加え、よく混合します。 

３ カラム準備                                          Column activation 

１） カラムを２ｍｌのコレクションチューブにのせます。 

２） １００μｌの Activation Buffer をカラムに加えます。 

３） １００００Ｇ、 ３０秒間遠心します。 

４ カラムへのローディング                                  Column loading 

１） ステップ２で溶解したゲルをカラムにアプライします。 

２） １００００Ｇ、 ３０秒間遠心します。 

３） 溶出液を捨てます。 

５ オプションのカラム洗浄ステップ （ＤＮＡ＞２００bp の場合）  Optional primary washing (only for DNA>200bp) 

１） カラムを２ｍｌのコレクションチューブに再度のせます。 

２） ５００μｌの Washing Buffer をカラムにアプライします。 

３） １００００Ｇ、 １分間遠心し、溶出液を捨てます。 

６ カラムの洗浄                                        Column washing 

１） ５００μｌの Washing Buffer をカラムにアプライします。 

２） １００００Ｇ、 ２分間遠心し、溶出液を捨てます。 

７ 溶出                                             Elution 

１） カラムを滅菌した 1.5ml チューブ（グライナー616201 など）にセットします。 

２） ３０－５０μl の Elution buffer または滅菌した蒸留水をカラムのメンブレン中央に滴下します。 

３） 室温で 1 分間インキュベートします。 

４） １００００Ｇ、 １分間遠心します。溶出液には精製されたＤＮＡが含まれます。 
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